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国道４２号 すさみ串本道路他３事業 今後５か年内に開通予定

～和歌山県における「防災・減災、国土強靱化に向けた

道路の５か年対策プログラム」を公表します～

○ 国土交通省では、「防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラム」
に位置づけられた災害に強い国土幹線道路ネットワークについて、高規格道路のミッ
シングリンク解消及び４車線化、高規格道路と直轄国道とのダブルネットワーク化等
による道路ネットワークの機能強化対策を推進することとしています。

○ 和歌山県における「防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラム」
の「災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策」は、別紙１のとおりです。

○ なお、和歌山河川国道事務所及び紀南河川国道事務所が現在整備を進めている
道路事業において、今後５か年で一定の事業進捗が図られる事業の開通見通し
（別紙２）をお知らせします。

和歌山河川国道事務所

かわしま たかひろ

ほん だ あきら

紀南河川国道事務所

＜ 問 合 せ 先 ＞

くし もと

みずかみ ゆうすけ
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災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策

有田海南道路

冷水拡幅

田辺西バイパス

4車線化事業箇所
有田～御坊

すさみ串本道路

新宮紀宝道路

串本太地道路

奥瀞道路（Ⅲ期）

大
阪
橋
本
道
路

五
條
新
宮
道
路

京奈和自動車道

E24

E42

E42

和歌山県

奈良県

三重県

大阪府

R2年度 4車線化
事業箇所
印南～みなべ

4車線化事業箇所
御坊～印南

24
26

42

42

新宮道路

R4年春全線開通予定

R7年春
全線開通予定
（新規公表）

R3年度 八尺鏡野地区
改良工着手予定

R6年秋
全線開通予定（新規公表）

R4年度
新宮市内用地取得着手予定

（令和3年内開通予定）

（令和3年内開通予定）

168

168

災害に強い国土幹線道路ネットワーク

高規格道路

直轄国道

4車線以上

4車線以上

2車線 事業中 調査中

2車線 事業中 調査中

※高規格道路については、高規格幹線道路、地域高規格道路 (計画路線) をベースに選定
（R2.11時点）

主な防災上の課題箇所

ミッシングリンク

暫定２車線[有料]（うち優先整備区間） 優先整備区間

※この他、大雨や豪雨、津波・越波、地震等による防災上の課題箇所がある。

防災課題解消に
向けた対策の
検討を推進

国道42号
由良町～広川町

五條新宮道路
（相須工区）（県）

五條新宮道路
（相賀高田工区）（県）

20（ｋｍ）1050

NN

R3年度 4車線化
事業箇所
みなべ～南紀田辺

和歌山県

図１

現在、施工中の１号橋下部工に続き、
R5年度に１号橋上部工着手予定

R4年度 有田市野～新堂開通予定
R7年春 海南市小南～冷水開通予定（新規公表）

R3年度 海南市冷水～藤白開通予定
R7年春 全線開通予定（新規公表）

直轄改築・高速
事業中箇所

今後５カ年開通予定区間

全線開通

部分開通

R3年度新規事業化箇所（直轄改築・高速）

今後５カ年用地着手区間 今後５カ年工事着手区間

Ｒ○年度
○○地区用地着手

Ｒ○年度
○○地区○○工事着手
（改良orトンネルor橋梁）

※高速会社事業や補助事業は、開通見通しのみ記載している。
※計画段階評価や都市計画・環境アセスに着手している調査箇所については、今後５か年程度での新
規事業化に向けた調査を推進。
※事業内容は、今後５か年で主に実施する内容を記載している。
※事業進捗見込み等については、今後予算状況等により変更になる場合がある。

調査中箇所（ネットワーク） 道路網調査 計画段階評価推進／都計・アセス推進

調査中箇所（交通拠点） 必要性等の調査 整備方針の検討 事業計画の検討
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開通予定時期
国道
番号

事業名 開通区間
開通
延長

参照
ﾍﾟｰｼﾞ

担当事務所

令和7年春 42 有田海南道路
海南市下津町小南～

海南市冷水
2.9Km 4～7

和歌山河川
国道事務所

令和7年春 42 冷水拡幅 海南市冷水 0.4Km 〃
和歌山河川
国道事務所

令和6年秋 42 新宮紀宝道路
（仮称）紀宝IC～

（仮称）新宮北IC
2.4Km 8～11

紀南河川
国道事務所

令和7年春 42 すさみ串本道路
（仮称）串本IC～

すさみ南IC
19.2Km 12～15

紀南河川
国道事務所

※事業進捗見通し等については、今後予算状況等により変更になる場合がある。

し みず かいなん し みず

■和歌山県内の道路事業における新たな開通見通し

別紙２

ありだ かいなん

かいなん しもつ こみなみ

かいなん し みず

くしもと

くしもと

しんぐう き ほう

3

き ほう

しんぐうきた



国道４２号有田海南道路は、有田市野から海南市冷水までの延長9.4kmのバイパス

整備事業であり、冷水拡幅は、有田海南道路と接続する海南市冷水から海南市藤白

までの延長1.1kmの現道拡幅事業です。

当該事業は国道４２号現道の「渋滞の解消及び所要時間の短縮」「災害時の交通

機能の確保」「交通事故の減少」などを目的とし、整備を進めています。

かいなん

し みずあり だ のありだ かいなん

あり だ かいなん

かいなん

かいなん ふじしろし みず

海南IC下津IC

至 御坊市

し みず

冷水拡幅 1.1km有田海南道路 9.4km
あり だ かいなん

令和７年春
開通予定2.9km

(

終)

和
歌
山
県
海
南
市
藤
白

和
歌
山
県
海
南
市
冷
水

有田市
あり だ

海南市
かい なん

令和４年度
開通予定0.2km

(

起)

和
歌
山
県
有
田
市
野

あ
り
だ

の

わ
か
や
ま

和
歌
山
県
有
田
市
新
堂

あ
り
だ

し
ん
ど
う

わ
か
や
ま

(

起)

和
歌
山
県
海
南
市
冷
水

わ
か
や
ま

か
い
な
ん

し
み
ず

○開通概要と事業経緯 ○開通区間の標準断面図

有田海南道路 冷水拡幅

区間
（起）和歌山県海南市下津町小南

（至）和歌山県海南市冷水

（起）和歌山県海南市冷水

（至）和歌山県海南市冷水

道路延長 2.9km 0.4km

構造規格 第3種第2級 第3種第2級

設計速度 60km/h 60km/h

車線数 2車線 4車線

標準幅員 8.5m 21.25m

事業化 平成20年度 平成19年度

用地着手 平成23年度 平成21年度

工事着手 平成27年度 平成23年度

かいなん しみず

かいなん しみずかいなん しみず

かいなん しもつ こみなみ

しみずありだかいなん

【冷水拡幅】
し みず

【位置図】

凡 例

事業中（対象区間）

事業中

高速自動車道

一般国道（指定区間）

一般国道（指定区間外）

主要地方道

県道

その他一般道路

令和３年度
開通予定0.7km

令和７年春
開通予定0.4km

【拡大図】

あり だ かいなん

【有田海南道路：トンネル部】

出典：国土地理院ＨＰ 地理院地図（電子国土Web）より抜粋引用

令和７年春開通予定2.9km

至
御
坊
市

至
和
歌
山
市

令和７年春開通予定0.4km

令和３年度開通予定0.7km

有田海南道路
ありだかいなん

冷水拡幅
し みず

至和歌山市

国道４２号 有田海南道路及び冷水拡幅の概要
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し みず

至和歌山市

(

終)

和
歌
山
県
海
南
市
冷
水

わ
か
や
ま

か
い
な
ん

し
み
ず

わ
か
や
ま

か
い
な
ん

し
み
ず

わ
か
や
ま

か
い
な
ん

ふ
じ
し
ろ

わ
か
や
ま

か
い
な
ん

し
も
つ

こ
み
な
み

和
歌
山
県
海
南
市
下
津
町
小
南



・国道４２号は、高さ3.8mを超える車両の通行が困難なトンネルが5箇所あり、トンネルと
積荷が衝突する事故も発生しています。
・今回の有田海南道路の部分開通により通行困難箇所（4箇所のトンネル）の回避が可
能です。
・高さ3.8mを超えるコンテナ車や大型貨物の特種車両が通行可能となり、物流支援が期
待されます。

◇特殊車両の通行困難箇所の回避

高さ3.8m

を超える
特殊車両

断面積の小さいトンネル
（国道４２号現道）

車線の
はみ出し

新しいトンネル
（有田海南道路）

車線内で
走行可能

高さが低いトンネル
（国道４２号現道）

新しいトンネル
（有田海南道路）

有田海南道路では、全てのトンネルで特殊車両が通行可能
ありだかいなん

■現道トンネルと有田海南道路トンネル

▲H23.9.13(火) 22:15頃発生
積荷が横転し、約3時間通行止

■現道トンネル（塩津第一トンネル）

▲センターラインをはみ出して通行

＜積荷とトンネルの接触事故の発生＞

積荷と接触した箇所

■特殊車両の通行が困難なトンネル位置

＜特殊車両の通過の様子＞

センターライン

阪

和

自

動

車

道

海南IC

下津IC

至 御坊市 至 南紀田辺IC

至 和歌山IC至 和歌山市

有
田
海
南
道
路

冷
水
拡
幅

し

み
ず

下津港
あ
り
だ
か
い
な
ん

有田海南道路を利用することで
特殊車両通行困難箇所を回避

海南市下津町小南～海南市冷水

海南市冷水

有田市

海南市

特種車両の通行が
困難なトンネル全5箇所

今回の部分開通で通行困難箇所
（4箇所のトンネル）を回避！

R4年度

部分開通 R3年度

凡 例

一般国道

高速道路

事業中
（対象区間）

トンネル区間

事業中

主要地方道

一般府県道

特種車両の通行
困難箇所

期待される整備効果

国道４２号有田海南道路

5

R7年春開通予定

部分開通

R7年春開通予定



積荷と接触した箇所

◇道の駅を拠点とした地域産業の振興と防災機能の強化

・海南市では、令和５年度の開駅を目指して、下津町小南地区に道の駅の整備を
進めています。

・当該地域に「道の駅」が整備されることで、道路利用者の利便性向上、安心・
安全を確保することはもとより、災害時の防災機能等を確保するほか、地域の
元気を創る拠点として、地域の産業振興、海南市の魅力を発信する拠点として、
観光振興等の地域活性化の起爆剤として効果が期待されています。

・今回の有田海南道路の一部区間および冷水拡幅の全線開通により、道の駅を拠
点とした海南市の周遊観光の促進と、特産品の販路拡大および防災機能の強化
を支援します。

■道の駅計画と有田海南道路・冷水拡幅の連携イメージ

至 御坊市

阪
和
自
動
車
道

有田市

海南市

和歌山市

有田川町

冷
水
拡
幅

有
田
海
南
道
路

海南市HP

海南市HP 紀州漆器

ﾏﾘｰﾅｼﾃｨ
黒潮市場

黒江 わんぱく広場

熊野古道

釣り公園

有田・湯浅・御坊

下津

道の駅を拠点とした
市内の周遊観光を促進

しらす 鱧 ｱｼｱｶｴﾋﾞ

特産品の
販路拡大
を支援

海南市HP

海南市HP

橘本神社

橘本神社
（みかん発祥の地、お菓子の神様）

海南市HP

海南市下津町小南～海南市冷水

R7年春開通予定

海南市冷水

R7年春開通予定

部分開通

R3年度

部分開通 R４年度

海南市HP

道の駅を
拠点とした

防災機能の強化

凡 例

一般国道

高速道路

事業中
（対象区間）

トンネル区間

事業中

主要地方道

一般府県道

期待される整備効果

国道４２号有田海南道路・冷水拡幅

6

海南市HP

海南市HP 海南市HP 海南市HP

海南市HP

海南nobinos
（ノビノス）

道の駅
計画地

至 和歌山IC

至 南紀田辺IC



道の駅計画地

海南市

有田海南道路 9.4km
あり だ かいなん

国道42号 有田海南道路・冷水拡幅の整備状況
あり だ かいなん し みず

写真①

R3.3末時点

下津町小南付近

位置図し みず

冷水拡幅 1.1km

R7年春開通予定 L=2.9km

至 和歌山

R3年度開通予定 L=0.7km

至 御坊市

R3.3末時点

冷水地区付近

写真②

R3.3末時点

藤白地区付近

写真⑤

R3.3末時点

冷水地区付近

写真④

R3.3末時点

冷水地区付近

写真③

しもつ こみなみ しみず ふじしろしみずしみず

事業中

至 和歌山

R7年春開通予定 L=0.4km

R4年度開通予定 L=0.2km

７

有田市

あり だ

かいなん



【事業の概要】

【主な事業の経緯】

【標準断面図】

新宮紀宝道路（紀宝～新宮北間）は、国道42号の渋滞緩和による地域相互の振興と発展に寄

与するほか、台風等による土砂災害や南海トラフ地震等の地震災害時におけるネットワークを構

築による救命活動や観光をはじめとした地域振興支援、救急医療活動の支援を主な目的とする道

路です。

しん ぐう き ほう しん ぐう きたき ほう

【土工部】

【橋梁部】

区 間
（起）三重県南牟婁郡紀宝町神内

（終）和歌山県新宮市あけぼの

道 路 延 長 2.4ｋｍ

構 造 規 格 第1種第3級

設 計 速 度 80km/h

車 線 数 2車線

標 準 幅 員 12.0ｍ

みなみ む ろ き ほう ちょう こうのうち

しん ぐう

［単位：m］

近畿自動車道紀勢線は、大阪府松原市を起点に、三重県多気郡多気町に至る延長約340ｋｍ

の国土開発幹線自動車道です。 本道路は紀伊半島の各都市と国土軸を結び、輸送時間の短縮

や国道42号の混雑緩和を図り、地域相互の産業、経済、文化、観光の振興と発展に資することを

目的とする道路です。

まつばら た き た き ちょう

事 業 化 平成25年度

用 地 着 手 平成29年度

工 事 着 手 平成29年度

国道42号 新宮紀宝道路の概要

み
な
み

む

ろ

き
ほ
う
ち
ょ
う
こ
う
の
う
ち

（
起
）三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
神
内

し
ん
ぐ
う

（終
）
和
歌
山
県
新
宮
市
あ
け
ぼ
の

紀宝熊野道路
きほう くまの新宮紀宝道路 2.4km

しんぐう き ほう

R6年秋全線開通予定

新宮道路
しんぐう

き ほう みなみ

紀宝南ＩＣ
(仮称)

しん ぐう きた

新宮北ＩＣ
(仮称)

き ほう

紀宝ＩＣ
(仮称)

至

和
歌
山
市

至

熊
野
市

新宮紀宝道路

その他事業中道路

国道

主要地方道・一般県道

位置図

新宮紀宝道路
新宮道路

和歌山県

大阪府

奈良県

三重県
和歌山県 三重県

新宮市
紀宝町

8



期待される整備効果

◇災害時の交通確保

新宮紀宝道路の現道区間である一般国道42号現道のうち、紀宝町の大部分

の区間が津波により浸水し通行不能になると予測。

平成23年9月の台風12号では、熊野川の氾濫で国道42号の通行止めが発生。

新宮紀宝道路は、十分な高さを確保した計画であり、前後区間を含めた整備

により、東南海・南海地震時の津波などによる浸水時には、迂回路、避難路及び

避難場所として機能。

しんぐう きほう き ほうちょう

しんぐう きほう

想定される最大津波高
11mより高い位置を走行

国道４２号新宮紀宝道路

新宮市 紀宝町

和歌山県 三重県

至

和
歌
山
市

至

熊
野
市

き ほう みなみ

紀宝南ＩＣ
(仮称)

しん ぐう きた

新宮北ＩＣ
(仮称)

き ほう

紀宝ＩＣ
(仮称)

新宮道路
しん ぐう

紀宝熊野道路
き ほう くま の新宮紀宝道路 2.4km

しん ぐう き ほう

凡 例
：津波浸水想定区域

（※）出典：南海トラフの巨大地震による浸水想定
（H25.3 和歌山県、三重県）9



期待される整備効果

◇交通混雑の緩和

熊野川渡河部における幹線道路は国道42号に限られているため、交通が集中

し慢性的に渋滞が発生。

新宮紀宝道路の整備により、熊野川渡河部の交通が分散、交通渋滞の緩和に

期待。

しんぐう きほう

 交通の分散

交通量調査箇所

橋本交差点

新宮高校前
交差点

新宮大橋南詰
交差点

成川交差点

新宮市

紀宝町
和歌山県

三重県

至

和
歌
山
市

至

熊
野
市

至和歌山市

至熊野市

※平成28年8月13日（土）撮影

183 

1.47 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

0

50

100

150

200

現況（H27）

日交通量 混雑度

国道42号の交通量等

交
通
量
（百
台
／
日
）

混
雑
度

出典：平成27年度 道路交通量調査

交通容量を超えて
しまい、日々渋滞
が発生

国道４２号新宮紀宝道路

凡 例

新宮紀宝道路（事業中）

その他事業中道路

国道

主要地方道

一般県道

主要渋滞箇所

10



至

熊
野
市

事業中

国道42号 新宮紀宝道路の整備状況
しんぐう き ほう

R6年秋全線開通予定

写真①

写真②

写真① 写真② 写真③ 写真④

くまのがわ うどの

熊野川～鵜殿
うどの

鵜殿付近

写真③

写真④

なるかわ

成川付近

R3.3撮影 R3.3撮影 R3.3撮影 R3.3撮影

新宮道路
しん ぐう

紀宝熊野道路
き ほう くま の

新宮紀宝道路 2.4km
しん ぐう き ほう

きほう みなみ

紀宝南ＩＣ
(仮称)

しん ぐう きた

新宮北ＩＣ
(仮称)

き ほう

紀宝ＩＣ
(仮称)至

和
歌
山
市

N

和歌山県

新宮紀宝道路

三重県

み
な
み
む

ろ

き

ほ
う

ち
ょ
う
こ
う
の
う
ち

（起
）三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
神
内

し
ん
ぐ
う

（終
）和
歌
山
県
新
宮
市
あ
け
ぼ
の

くまのがわ

あけぼの～熊野川

11



N （終
）和
歌
山
県
西
牟
婁
郡

す
さ
み
町
江
住

すさみ南ＩＣ

至

新
宮
市

串本IC
（仮称）

至

田
辺
市

すさみ串本道路 延長19.2ｋｍ

に
し

む

ろ

和深ＩＣ
（仮称）

ち
ょ
う
え
す
み

串本太地道路
（事業中）

古座川IC
（仮称）

（起
）和
歌
山
県
東
牟
婁
郡

串
本
町
サ
ン
ゴ
台

ひ
が
し

む
ろ

く
し
も
と
ち
ょ
う

国道42号すさみ串本道路は、紀伊半島沿岸部において、大阪府から和歌山県南部

地域を結ぶ近畿自動車道紀勢線の一部を構成する道路で、国道42号の和歌山県

東牟婁郡串本町から西牟婁郡すさみ町間における、異常気象時通行規制区間の解

消、防災・災害時の代替路確保を図るとともに、広域周遊観光の支援による地域活

性化等を主な目的としています。

■事業の概要 ■標準断面図

■主な事業の経緯

区 間

ひがしむろ くしもとちょう

（起）和歌山県東牟婁郡串本町サンゴ台
にしむろ ちょうえすみ

（終）和歌山県西牟婁郡すさみ町江住

道 路 延 長 １９．２ｋｍ

構 造 規 格 第１種第３級

設 計 速 度 ８０ｋｍ／ｈ

車 線 数 ２車線

標 準 幅 員 １２.０ｍ

【橋梁部】【土工部】

【トンネル部】

［単位：m］

事 業 化 平成２６年度

用 地 着 手 平成２９年度

工 事 着 手 平成２９年度

■位置図

くしもと き い

きせい

ひがしむ ろ くしもとちょう にし む ろ ちょう

すさみ串本道路

写真：串本町高富地区の工事状況（R3.3時点）

串本町
すさみ

イノブータンランド
すさみ

一枚岩

くしもと橋杭岩

虫喰岩

すさみ町 古座川町

国道42号 すさみ串本道路の概要

R7年春全線開通予定

たかとみ
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■交通規制の状況(H21～H30） ■交通規制の要因割合(H21～H30）

期待される整備効果
◇災害時の交通の確保

南海トラフ巨大地震においては津波により在来の国道42号線の約6割の区間

が浸水すると予測される。すさみ串本道路は津波に対して十分な高さを確保し

た計画であることから大規模災害時において緊急輸送路や一時的避難場所とし

て活用できる。

①台風による越波状況
（すさみ町江住地先）

②法面からの落石状況
（串本町田子地先）

延べ規制回数 24回

延べ規制時間 約102時間

要 因 ６割以上が越波

■通行止め状況写真

越波
63％

地震
12％

規制雨量
17％

溢水
4％落石

4％

すさみ串本道路 19.2ｋｍ

串本IC
（仮称）

すさみ南IC

和深IC
（仮称）

至

和
歌
山
市

至

新
宮
市

事前通行規制区間 延長1.6㎞
（連続雨量250㎜）

写
真
①

・防災点検要対策箇所 ：28箇所
・線形が厳しい箇所 ：67箇所

⇒すさみ串本道路の整備で全て回避

凡 例

防災点検要対策箇所
(平成27年度時点)

線形の厳しい箇所
〔カーブの曲線半径＜120ｍ
(設計速度60km/hの特例値)の箇所〕

事業中

開通済

：津波浸水想定区域

わ ぶか

くしもと

くし もと

写
真
②

くし もと

H27.7撮影 H27.6撮影

出典：紀南河川国道事務所 調べ

出典：南海トラフの巨大地震による浸水想定
（ H25.3 和歌山県）

出典：南海トラフの巨大地震による浸水想定
（ H25.3 和歌山県）

■すさみ串本道路・国道４２号の
高さと最大津波高の関係

国道４２号すさみ串本道路

すさみ町 串本町

すさみＩＣ 串本ＩＣ(仮)

最大津波高（17～19m）

すさみ串本道路計画高（27～54ｍ）

国道４２号現道高（2～39）ｍ

和深ＩＣ(仮)

ちょう

すさみ町
くしもとちょう

串本町
わぶか

和深IC（仮称）
くしもと

串本IC（仮称）
みなみ

すさみ南IC

最大津波高（17～19ｍ）

：紀勢線計画高 ：国道４２号現道高 ：最大津波高

0m

20m

40m

60m
（標高）

17m19m

13



■串本町より南和歌山医療センターへの時間短縮

期待される整備効果

◇救急医療活動の支援

■南和歌山医療センターへの
事業区間沿線地域の60分圏域人口カバー率※

すさみ串本道路の開通により、三次救急医療機関である南和歌山医療セン
ターへの搬送時間が短縮される（60分から約49分へ短縮が可能）。

加えて搬送の定時性や走行安定性が確保され、搬送時の処置対応が容易に
なるなど、救急医療活動に貢献する。

その結果、南和歌山医療センターへの60分圏内人口は現在約1.7万人が約
2.5万人へと約1.5倍の増加が可能となる。

南和歌山
医療センター

約６０分

約４９分
約11分
短縮

66%
73%

69%

69%

82%

99%

67%

80%

9% 15%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

現状 すさみ串本

開通後

沿線計

白浜町

すさみ町

串本町

古座川町

※事業区間沿線地域は、近畿道紀勢線の利用が
想定される白浜町、すさみ町、串本町、古座川町

現状 整備後

※60分圏域について
（ゴールデン・アワー）
外傷による死亡の疫学調

査の結果、受傷から1時間
以内に手術室に搬入してい
れば救命できた可能性のあ
る例がかなりの割合に上る
ことが分かったことから、
受傷から 1時間以内をゴー
ルデン・アワーと通称した
もの

国道４２号すさみ串本道路

算出根拠：プローブデータ
現 在：H27.9.14～9.30（平日）
すさみ串本道路整備後：すさみ串本道路は70km/hで推計南和歌山医療センターまでの時間圏域

現 在 の ６ ０ 分 圏 域

すさみ串本道路整備後

串本太地道路整備後

すさみ南IC

すさみIC

日置川IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC

上富田IC

（和深IC）
（串本IC） （古座川IC）

すさみ町

白浜町

上富田町

田辺市

古座川町

串本町

太地町すさみ串本道路 串本太地道路

搬送ルート
：現 在

：整備後

※（●● IC）は仮称

14



至

和
歌
山
市

至

新
宮
市E42

開通済

事業中

国道42号 すさみ串本道路の整備状況
くしもと

R7年春全線開通予定

おおや

大屋付近

写真①

写真②

写真① 写真② 写真③ 写真④

わぶか

和深付近
たかとみ

高富付近

写真③

写真④

くしもと

串本IC接続部付近

R3.3撮影 R3.3撮影 R3.3撮影 R3.3撮影

N

和歌山県

すさみ串本道路

ひ
が
し
む

ろ

く
し
も
と
ち
ょ
う

(

起) 

和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
サ
ン
ゴ
台

に
し

む

ろ

ち
ょ
う

え

す
み

(

終) 

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
す
さ
み
町
江
住

紀勢自動車道

（田辺～すさみ）

きせい

たなべ

すさみ串本道路 19.2ｋｍ
くし もと

串本太地道路
くし もと たい じ

串本IC
（仮称）

すさみ南IC

和深IC
（仮称）
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